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之
端
文
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東

京

都

中

小

企

業

団

体

中

央
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
「
令
和

四
年
度
中
小
企
業
労
働
事
情
実

態
調
査
」
を
実
施
し
そ
の
調
査

結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。 

同

調

査

は

東

京

都

に

お

け

る
中
小
企
業
の
労
働
事
情
を
的

確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
昭
和

三
十
九
年
度
よ
り
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
。 

調

査

は

昨

年

の

七

月

に

調

査
票
を
郵
送
す
る
形
で
行
わ
れ
、

東
京
都
内
の
一
五
〇
〇
事
業
所

(

製
造
業
九
業
種
、
非
製
造
業 

五
業
種)

を
対
象
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
調
査

結
果
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
項

目
に
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。 

■
現
在
の
経
営
状
況 

経

営

状

況

の

前

年

同

期

比

に
つ
い
て
全
体
で
見
る
と
「
変

わ
ら
な
い
」
が
四
三
・
七
％
、

「

悪

い

」

が

三

九

・

二

％

、

「
良
い
」
が
一
七
・
一
％
の
順

と
な
っ
た
。 

経

営

状

況

が

「

良

い

」

と

す
る
割
合
が
高
い
業
種
は
「
食

品
製
造
業
」
の
三
〇
・
八
％
，

次
い
で
「
情
報
通
信
業
」
の
二

七
・
六
％
、
「
金
属
・
同
製
品

製
造
業
」
の
二
五
・
九
％
の
順

で
し
た
。 

こ

れ

に

対

し

て

経

営

状

況

が
「
悪
い
」
と
す
る
割
合
が
高

い
業
種
は
「
印
刷
・
同
関
連
業
」

の
七
〇
・
六
％
、
次
い
で
「
繊

維

工

業

」

の

五

五

・

六

％

、

「

卸

・

小

売

業

」

の

五

〇

・

〇
％
で
、
印
刷
業
が
他
業
種
に

比
べ
て
極
め
て
高
い
こ
と
が
裏

付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

■
人
材
育
成
と
教
育
訓
練 

①
教
育
訓
練
の
方
法 

人

材

育

成

の

た

め

の

従

業

員
へ
の
教
育
訓
練
の
方
法
に
つ

い
て
は
、
業
種
別
で
み
る
と
製

造
業
で
「
必
要
に
応
じ
た
Ｏ
Ｊ

Ｔ
の
実
行
」
が
五
七
・
三
％
、

次

い

で

「

自

社

内

で

の

研

修

会

・

勉

強

会

の

開

催

」

が

三

〇
・
一
％
「
特
に
実
施
し
て
い

な
い
」
が
二
六
・
〇
％
の
順
で

あ
っ
た
。 

 

②
教
育
訓
練
・
研
修
の
内
容 

 

付
加
価
値
や
生
産
性
を
高
め

る
た
め
に
行
う
教
育
訓
練
・
研

修
の
内
容
に
つ
い
て
、
業
種
別

で
み
る
と
製
造
業
で
は
「
職
階

(

初
任
者
、
中
堅
社
員
、
管
理

職)

に
応
じ
た
知
識
・
技
能
」

が
六
〇
・
六
％
、
次
い
で
「
各

種

資

格

の

取

得

」

が

四

一

・

五
％
、
「
新
技
術
開
発
、
新
商

品

開

発

、

研

究

」

が

一

四

・

〇
％
の
順
で
し
た
。 

■
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
状
況 

 

①
販
売
・
受
注
価
格
へ
の
転

嫁
状
況 

 

原
材
料
、
人
件
費
等
の
増
加

に
よ
る
販
売
・
受
注
単
価
へ
の

転
嫁
の
状
況
を
全
体
で
見
る
と 

「
価
格
引
き
上
げ
の
交
渉
中
」

が
二
八
・
三
％
、
次
い
で
「
価

格
の
引
き
上
げ(

転
嫁)

に
成
功

し
た
」
が
二
四
・
六
％
、
「
こ

れ
か
ら
価
格
引
き
上
げ
の
交
渉

を
行
う
」
が
一
四
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
で
し
た
。 

 

②
販
倍
価
格
へ
の
転
嫁
の
内

容 

 

原
材
料
、
人
件
費
、
利
益
を

含
め
た
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
業
種
別
で

見
る
と
製
造
業
で
は
「
原
材
料

分
の
転
嫁
を
行
っ
た(

行
う
予

定)

が
八
八
・
一
％
、
次
い
で

「
利
益
確
保
分
の
転
嫁
を
行
っ

た(

行
う
予
定)

が
一
九
・
八
％
、

「
人
件
費
引
上
げ
分
の
転
嫁
を

行

っ

た(

行

う

予

定)

」

が

一

九
・
二
％
の
順
で
し
た
。 

 

③
価
格
転
嫁
率 

 

一
年
前
と
比
較
し
て
価
格
転

嫁
率
は
業
種
別
で
見
る
と
製
造

業
で
は
「
一
〇
～
三
〇
％
未
満
」

が
四
八
・
五
％
、
次
い
で 

「
一

〇

％

未

満

」

が

四

三

・

六
％
、
次
い
で
「
が
一
〇
～
三

〇
％
未
満
」
が
三
五
・
。
九
％ 

「
七
〇
～
一
〇
〇
％
未
満
」
が

一
〇
・
三
％
で
し
た
。 

■
賃
金
改
定 

①
賃
金
改
定
の
実
施
状
況 

令

和

四

年

一

月

一

日

か

ら

令
和
四
年
七
月
一
日
ま
で
の
賃

金
改
定
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
、
全
体
で
「
引
き
上
げ
た
」

が
四
八
・
七
％(

前
年
度
比
一

一
・
五
％
増)

で
最
も
多
く
、

次
い

で

「

未

定

」

が

二

二

・

三
％(

同
一
・
〇
ポ
イ
ン
ト
減)

、

「
今
年
は
実
施
し
な
い(

凍
結)

」

が

一

七

・

五

％

(

同

一

二

・
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二
％
減)

、
「
七
月
以
降
引
き
上

げ

る

予

定

」

が

一

〇

・

六

％

(

同

三

・

八

ポ

イ

ン

ト

増)

、

「
七
月
以
降
引
き
下
げ
る
予
定
」

が
〇
・
七
％(

同
〇
・
四
ポ
イ

ン
ト
減)

、
「
引
き
下
げ
た
」
が

〇
・
二
％(

同
一
・
六
ポ
イ
ン

ト
減)

の
順
で
し
た
。 

規

模

別

に

み

る

と

規

模

の

小
さ
い
事
業
所
ほ
ど
賃
上
げ
し

た
比
率
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

一
〇
〇
～
三
〇
〇
人
規
模
に
つ

い
て
は
事
業
所
数
で
は
回
答
事

業
者
全
体
の
八
％
程
度
で
あ
る

が

、
「

引

き

上

げ

た

」

が

七

〇
・
三
％
で
あ
る
一
方
、
「
今

年
は
実
施
し
な
い(

凍
結)

」
が

五

・

四

％

、
「

未

定

」

が

一

〇
・
八
％
と
な
っ
た
。 

②
平
均
所
定
内
賃
金
及
び
平

均
昇
給
額
・
昇
給
率 

平

均

所

定

内

賃

金

に

つ

い

て
改
定
後
の
平
均
昇
給
額
と
昇

給
率
を
業
種
計
で
み
る
と
、
単

純

平

均

で

は

六

，

〇

八

八

円

(

二
・
一
二
％)

、
加
重
平
均
で

は

六

，

五

二

一

円(

二

・

三

〇
％)

と
な
っ
た
。
製
造
業
で

は

そ

れ

ぞ

れ

五

，

九

〇

六

円

(

二
・
一
一
％)

、
五
，
七
一
三

円(

二
・
〇
五
％)

と
な
っ
た
。 

③
賃
金
改
定
の
内
容 

賃

金

改

定

に

つ

い

て

「

引

き
上
げ
た
」
ま
た
は
「
七
月
以

降
引
き
上
げ
る
予
定
」
と
回
答

し
た
事
業
所
に
、
賃
金
改
定
の

内
容(

複
数
回
答)

に
つ
い
て
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
全
体
で
は
「
定

期
昇
給
」
が
五
九
・
一
％
で
最

も
多
く
、
次
い
で
「
基
本
給
の

引
き
上
げ(

定
期
昇
給
制
度
の

な
い
事
業
所)

」
二
九
・
八
％
、

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
が
二
一
・

〇
％
、
「
臨
時
給
与(

夏
季
・
年

末
賞
与
な
ど)

の
引
き
上
げ
」

が
九
・
九
％
、
「
諸
手
当
の
改

定
」
が
九
・
五
％
の
順
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
度
に
比
べ
「
定

期
昇
給
」
が
五
・
二
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
た
が
、
「
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
」
は
九
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
。 

④
賃
金
改
定
の
際
に
重
視
し

た
要
素 

賃

金

改

定

に

つ

い

て

「

引

き
上
げ
た
」
ま
た
は
「
七
月
以

降
に
引
き
上
げ
る
予
定
」
と
回

答
し
た
事
業
所
に
賃
金
改
定
の

決

定

の

際

に

重

視

し

た

要

素

(

複
数
回
答)

に
つ
い
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
全
体
で
は
「
企
業
の

業

績

」

が

最

も

多

く

五

八

・

八
％
、
次
い
で
「
労
働
力
の
確

保
・
定
着
」
が
五
二
・
五
％
、

「
世
間
相
場
」
が
二
九
・
〇
％

の
順
と
な
っ
て
い
る
。 

 

              

丸
伸
製
作
所(

京
都
市
山
科

区
西
野
山
射
庭
ノ
上
町
三
〇
七

の
二
六)

で
は
、
こ
の
ほ
ど
粘

着
剤
付
着
防
止
効
果
抜
群
の
糊

汚
れ
防
止
シ
ー
ト
「
Ｕ
ｌ
ｔ
ｒ

ａ 
Ｎ
Ｎ
Ｓ
」
を
発
売
。 

 
特
長
と
し
て
は
給
紙
部
分
や

粘
着
剤
が
付
着
す
る
箇
所
に
貼

る
こ
と
で
、
印
刷
機
へ
の
糊
汚

れ
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

キ
の
付
着
す
る
箇
所
に
貼
る
こ

と
で
イ
ン
キ
汚
れ
も
防
ぐ
。 

 

シ
ー
ル
方
式
に
な
っ
て
い
る

の
で
簡
単
に
貼
れ
る
。
刃
型
や

ハ
サ
ミ
、
カ
ッ
タ
ー
で
簡
単
に

自
由
な
形
状
が
作
れ
る
な
ど
、

滑
走
性
向
上
、
作
業
性
向
上
に

優
れ
て
い
る
。 

 

価
格
は
シ
ー
ト
販
売
が
、
二

五
〇
㎜×

二
五
〇
ｍ
ｍ×

〇
・

二

㎜

厚

が

一

枚

二

五

〇

〇

円

(

税
抜
き)

。
カ
ッ
ト
販
売
は
二

八
㎜⏀

×

一
〇
㎜⏀

(

内
径)

×

〇
・
二
㎜
厚 

一
〇
枚
セ
ッ

ト 

一
八
〇
〇
円(

税
抜
き)

 

シ
ー
ト
販
売
、
カ
ッ
ト
販
売
と

も
に
、
そ
の
他
の
サ
イ
ズ
の
見

積
も
り
も
し
ま
す
。 

 

カ
ッ
ト
販
売
品
は
切
込
み
が

入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
簡
単
に

軸
に
通
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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滑走性向上、作業性向上に最適  



三
月
度
理
事
会
議
事
録 

  

■
日 
時 

令
和
五
年
三
月

二
十
二
日(
水)

  

午
後
六
時 

■
場 

所 
組
合
会
議
室 

■

出

席

者

 
北

島

憲

高 

本

間

敏

道

 

平

山

愛

二

郎 
 

大
澤
雅
純 

保
坂
知
彦 
藤
井

崇
徳 

川
野
豊
久 

清
宮
和
夫

(

参
与)

 

■
欠
席
者 

  

藤
井
雅
一 

 
   

《
議
題
》 

①
令
和
四
年
度
決
算
見
込
み

に
つ
い
て 

本

間

専

務

理

事

よ

り

令

和

四
年
度
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

今
期
は
最
終
的
に
利
益
を
確
保

で
き
黒
字
に
な
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。 

②
令
和
五
年
度
予
算
案
と
事

業
計
画
に
つ
い
て 

本

間

専

務

理

事

よ

り

来

季

は
二
社
脱
退
が
決
定
し
て
お
り

組
合
取
扱
商
品
も
落
ち
込
ん
で

い
る
た
め
、
予
算
案
も
か
な
り

厳
し
い
も
の
に
な
め
事
が
報
告

さ
れ
、
事
業
計
画
も
こ
れ
ま
で

の
よ
う
な
事
務
局
主
導
で
は
な

く
、
各
委
員
会
で
討
議
し
て
修

正
案
を
提
出
し
て
ほ
し
い
と
要

請
が
あ
っ
た
。 

③
組
合
員
脱
退
に
つ
い
て 

西

支

部

の

山

本

シ

ー

ル

印

刷
と
東
支
部
の
旭
物
産
が
今
期

で
脱
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。 

④
雄
型
用
紙
大
場
値
上
げ
に

つ
い
て 

雄

型

用

紙

が

四

月

分

よ

り

原
材
料
の
十
五
％
値
上
げ
が
決

ま
っ
て
い
る
が
、
加
工
代
も
す

で
に
今
回
の
注
文
か
ら
一
枚
当

た
り
六
・
七
円
上
が
っ
た
が
、

紙
代
の
値
上
げ
が
確
定
し
て
か

ら
値
上
げ
す
る
こ
と
で
了
承
さ

れ
た
。 

⑤
来
季
役
員
改
選
に
つ
い
て 

役

員

の

任

期

満

了

に

伴

う

役
員
改
選
に
つ
い
て
協
議
し
た

が
川
野
理
事
勇
退
に
よ
る
補
充

と
空
席
の
副
理
事
長
に
つ
い
て

は
結
論
が
で
ず
、
今
後
に
持
ち

越
し
と
な
っ
た
。 

⑥
組
合
会
計
ソ
フ
ト
購
入
に

つ
い
て 

組

合

の

会

計

ソ

フ

ト

に

つ

い

て

事

務

局

よ

り

弥

生

会

計 

ソ
フ
ト
を
購
入
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
あ
り
、
弥
生
会
計

ソ
フ
ト
は
一
年
間
無
料
で
使
用

で
き
、
二
年
目
か
ら
年
間
二
万

五
千
円
程
度
で
あ
る
た
め
購
入

が
承
認
さ
れ
た
。 

⑦
青
年
部
に
つ
い
て 

青

年

部

は

部

員

不

測

の

た

め
今
期
で
休
部
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
新
た
に
部
員
候
補
が
出

て
き
た
時
に
は
改
め
て
再
活
動

す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。 

⑧

第

一

二

〇

回

ラ

ベ

ル

会

開
催
に
つ
い
て 

第

一

二

〇

回

ラ

ベ

ル

会

は

六
月
三
日
、
四
日
に
鬼
怒
川
の

杉
の
郷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

一
泊
で
開
催
す
る
が
、
セ
ミ
ナ

ー
の
テ
ー
マ
が
あ
れ
ば
、
組
合

研
修
旅
行
と
し
て
開
催
す
る
こ

と
で
了
承
さ
れ
た
。 

⑨
三
協
組
合
同
技
術
研
修
旅

行
に
つ
い
て 

ラ

ベ

ル

、

正

札

、

神

奈

川

の
三
協
組
合
同
技
術
研
修
旅
行

は
、
六
月
十
六
日(

金)

に
、
大

阪
の
ミ
ラ
ク
ル
工
業
と
久
保
井

イ
ン
キ
の
二
社
を
訪
問
す
る
こ

と
が
決
定
し
て
お
り
、
現
地
集

合
、
現
地
解
散
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
決
定
次
第
案
内
を
出
す

こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。 

終
了 

午
後
七
時
二
十
分 

 

日
本
ウ
エ
ス
ト 

新
役
員
を
発
表 

 

日
本
ウ
エ
ス
ト(

京
都
市
伏

見
区
表
町
五
九
〇
番
地
の
一)

は
、
二
月
二
十
日
開
催
の
臨
時

株
主
総
会
及
び
取
締
役
会
に
於

い
て
左
記
の
通
り
新
役
員
が
決

定
し
ま
し
た
。 

■

代

表

取

締

役

社

長

・

長

田
和
志
■
取
締
役
副
社
長
・
橋

本

之

博(

新

任)

■

専

務

取

締

役
・
綾
仁
裕
■
常
務
取
締
役
・

三
上
恒
親
■
取
締
役
・
山
田
義

明 

堀
田
晴
一 

南
部
晃
孝(

新

任)  

監
査
役
・
福
岡
進 

 

富
士
フ
イ
ル
ム
が 

合
併
で
社
名
変
更 

 

富

士

フ

ィ

ル

ム

グ

ロ

ー

バ

ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ

㈱
は
、
四
月
一
日
よ
り
社
名
を

「
富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
に
変

更
し
ま
し
た
。 

こ

れ

は

同

社

の

子

会

社

で

あ
る
富
士
フ
イ
ル
ム
Ｇ
Ｓ
テ
ク

ノ
㈱
を
吸
収
合
併
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
。 

新

社

名

は

「

事

業

活

動

を

通
じ
て
社
会
課
題
の
解
決
を
目

指
す
」
と
い
う
企
業
姿
勢
を
体

現
す
べ
く
、
印
刷
業
に
携
わ
る

顧
客
の
課
題
解
決
と
な
る
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
続
け
る

会
社
で
あ
り
た
い
と
い
う
同
社

の
願
い
を
表
し
て
い
る
。 

 

                                 



      

第
七
章
産
声
を
上
げ
た
時
か

ら 

そ
の
一 

昨
年
六
月
三
日(

金)
十
一
番

目
の
孫
娘
が
生
ま
れ
た
。
三
姉

妹
の
末
っ
子
帝
王
切
開
で
三
人

と
も
同
じ
状
態
で
生
ま
れ
て
い

る
。
産
道
が
狭
い
た
め
と
言
う

が
。 生

き

て

い

く

の

に

最

高

の

微
生
物
一
式
を
母
か
ら
子
に
与

え
る
の
は
、
ほ
ぼ
普
遍
的
な
こ

と
の
よ
う
だ
。
生
き
物
が
微
生

物
と
共
生
す
る
こ
と
に
進
化
的

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
だ
。

微
生
物
集
団
と
子
孫
に
ど
う
や

っ
て
引
き
継
い
で
い
る
の
だ
ろ

う
か
。 

赤

ん

坊

は

生

ま

れ

て

最

初

の
数
時
間
で
「
大
半
ヒ
ト
」
の

状
態
か
ら
「
大
半
が
微
生
物
」

の
状
態
に
切
り
替
わ
る
。
羊
水

に
使
っ
て
い
る
時
は
，
下
界
の

微
生
物
か
ら
も
母
親
の
微
生
物

か
ら
も
守
ら
れ
て
い
る
。 

だ

が

、

破

水

と

同

時

に

微

生
物
の
入
植
が
始
ま
る
。
赤
ん

坊
は
産
道
を
通
る
と
き
微
生
物 

      の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
。
ほ
ぼ

無
菌
だ
っ
た
赤
ん
坊
を
膣
の
微

生
物
が
覆
っ
て
い
く
。
産
道
か

ら
顔
を
出
す
と
き
、
赤
ん
坊
は

膣
の
微
生
物
と
は
別
の
タ
イ
プ

の
微
生
物
を
受
け
取
る
。
陣
痛

中
や
出
産
時
に
は
ほ
と
ん
ど
の

女
性
は
排
便
す
る
。 

赤

ん

坊

は

顔

を

母

親

の

お

尻
の
側
に
向
け
て
顔
か
ら
先
に

出
て
く
る
。
母
親
が
次
の
陣
痛

に
備
え
て
体
を
休
め
て
い
る
間
、

赤
ん
坊
の
頭
と
口
は
う
っ
て
つ

け
の
位
置
に
来
る
。
こ
れ
は
幸

先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
な
の
だ
。 

母

か

ら

子

へ

の

最

初

の

贈

り
物
。
糞
便
と
膣
の
微
生
物
を

無
事
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
進
化
的
に
「
適
応
し
た
」

誕
生
で
あ
る
。
校
門
が
膣
口
の

す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
の
も
子
宮
収

縮
ホ
ル
モ
ン
が
直
腸
を
刺
激
し

て
排
便
を
促
す
の
も
別
段
悪
い

こ
と
で
は
な
い
。 

母

の

膣

内

細

菌

は

ラ

ク

ト

バ
チ
ル
ス
属
と
プ
レ
ボ
テ
ラ
属

の
細
菌
で
、
新
生
児
の
発
達
途

上
の
消
化
管
で
特
別
な
任
務
を

負
う
。
ラ
ク
ト
バ
チ
ル
ス
の
い

る
所
は
病
原
体
は
存
在
し
な
い
。

ラ
ク
ト
バ
チ
ル
ス
が
作
る
乳
酸

が
あ
る
場
所
は
他
の
細
菌
に
と

っ
て
居
心
地
が
悪
い
。
ま
た
自

分
で
抗
生
物
質
を
創
り
出
す
。 

こ

れ

は

バ

ク

テ

リ

オ

シ

ン

と
呼
ば
れ
、
新
生
児
の
腸
内
に

入
っ
て
こ
よ
う
と
す
る
病
原
体

を
殺
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

問
題
は
多
く
の
赤
ん
坊
が
母
親

の
膣
を
通
ら
ず
に
生
ま
れ
て
い

る
こ
と
だ
。 

 

経
膣
出
産
よ
り
帝
王
切
開
の

方
が
普
及
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ

ル
、
中
国
で
は
半
数
近
く
だ
。

リ

オ

デ

ジ

ャ

ネ

イ

ロ

で

は

九

五
％
が
帝
王
切
開
、
母
親
が
死

に
か
け
て
い
る
時
ま
だ
生
き
て

い
る
赤
ん
坊
を
取
り
出
す
た
め

の
異
例
の
措
置
だ
っ
た
の
に
。 

 

二
〇
世
紀
に
入
る
と
麻
酔
と

外
科
技
術
が
改
良
さ
れ
計
画
出

産
が
増
え
る
が
リ
ス
ク
は
あ
る
。

感
染
症
、
出
血
多
量
、
麻
酔
の

副
作
用
、
し
か
し
、
帝
王
切
開

で
生
ま
れ
る
子
の
長
期
的
な
影

響
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
め

っ
た
に
な
い
。 

 

感
染
症
に
な
り
や
す
い
幼
児

期
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
発
症
し
や

す
い
自
閉
症
と
診
断
さ
れ
る
割

合
が
高
い
。
強
迫
性
障
害
、
一

型
糖
尿
病
、
セ
リ
ア
ッ
ク
病
、

肥
満
さ
え
も
帝
王
切
開
に
よ
る

出
産
殿
関
連
性
が
示
さ
れ
て
い

る
。
帝
王
切
開
が
二
十
一
世
紀

の
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
る
の
は

明
ら
か
だ
。
赤
ん
坊
が
人
生
最

初
の
数
秒
で
出
会
い
、
し
ば
ら

く
過
ご
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ

―
タ
の
苗
を
ど
う
育
て
て
い
く

の
か
。 

母
乳
の
中
に
い
る
微
生
物 

呼

気

に

水

素

が

多

く

含

ま

れ
て
い
る
と
い
と
い
う
こ
と
は

腸
内
細
菌
が
食
物
を
分
解
し
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

母
乳
の
ラ
ク
ト
ー
ス
は
消
化
酵

素
に
よ
っ
て
グ
ル
コ
ー
ス
と
ガ

ラ
ク
ト
ー
ス
に
分
解
さ
れ
る
腸

内
細
菌
が
水
素
を
発
生
さ
せ
て

い
る
と
す
れ
ば,

そ
の
細
菌
は

小
腸
で
分
解
さ
れ
な
か
っ
た
別

の
分
子
を
食
べ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。 

母

乳

の

大

部

分

が

各

種

の

オ
リ
ゴ
糖
で
で
き
て
い
る
。
し

か
し
、
オ
リ
ゴ
糖
を
分
解
す
る

消
化
酵
素
を
ヒ
ト
は
持
っ
て
い

な
い
。
オ
リ
ゴ
糖
は
赤
ん
坊
の

食
物
で
は
な
く
、
腸
内
細
菌
の

餌
な
の
か
。 

  

                          

 

     

 

 

寄
稿
「
生
命
の
種
」
第
二
弾 

(

⒔) 

 
帝
王
切
開
は
子
供
の
成
長
に
は
マ
イ
ナ
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 



■
敗
血
症
と
は 

最

近

有

名

人

の

死

亡

記

事

を
見
て
い
る
と
「
敗
血
症
で
死

亡
」
と
い
う
の
が
目
立
っ
て
お

り
、
つ
い
最
近
で
も
俳
優
の
渡

邉
徹
さ
ん
が
敗
血
症
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。 

感

染

症

が

き

っ

か

け

と

な

っ
て
起
き
る
、
二
次
的
な
症
状
。

具
体
的
に
は
、
何
ら
か
の
感
染 

               

症
を
起
こ
し
て
い
る
細
菌
な
ど

が
増
殖
し
て
炎
症
が
全
身
に
広

が
り
、
そ
の
結
果
、
重
大
な
臓

器
障
害
が
起
き
て
重
篤
に
な
っ 

て
い
る
状
態
。
敗
血
症
を
引
き

起
こ
し
た
も
と
と
な
る
原
因
を

見
つ
け
、
そ
の
治
療
を
早
期
に

開
始
し
な
け
れ
ば
、
命
に
関
わ

る
危
険
も
あ
る
。 

ど

ん

な

感

染

症

で

も

敗

血

症
を
起
こ
す
引
き
金
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
特
に
、
免
疫
力

が
ま
だ
つ
い
て
い
な
い
乳
幼
児

や
高
齢
者
、
糖
尿
病
な
ど
の
慢

性
疾
患
や
が
ん
な
ど
の
基
礎
疾

患
が
あ
る
人
や
、
病
気
治
療
中

で
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
人

は
、
感
染
症
か
ら
敗
血
症
を
起

こ
す
リ
ス
ク
が
高
い
。 

■
原
因
は 

 

原
因
と
な
る
細
菌
と
し
て
代

表
的
な
も
の
に
、
連
鎖
球
菌
、

ブ
ド
ウ
球
菌
、
大
腸
菌
、
緑
膿

菌
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
細
菌
に
感
染
す
る
こ
と
で
、

皮
膚
の
化
膿
、
肺
炎
な
ど
の
呼

吸
器
感
染
症
や
肝
臓
、
腎
臓
、

腸
な
ど
の
感
染
症
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
感
染
症
が
最
初
に
起
き
、

免
疫
力
が
低
い
と
そ
こ
か
ら
敗

血
症
が
起
き
や
す
く
な
る
。 

 
 

 

ま

た

、

細

菌

だ

け

で

な

く

、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
ウ
イ
ル
ス
や
カ
ビ
な
ど
の

真
菌
、
寄
生
虫
な
ど
に
よ
る
感

染
症
も
原
因
と
な
り
得
る
。
カ

テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
こ
と
に

よ
る
尿
路
感
染
や
、
人
工
関
節

な
ど
を
使
用
し
て
い
る
場
合
も

注
意
が
必
要
。 

■
ど
ん
な
症
状 

 

敗
血
症
で
は
何
か
一
つ
の
症

状
や
兆
候
が
出
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
基
本
的
に
は
な
く
、

障
害
が
起
き
て
い
る
臓
器
に
よ

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
起

き
る
。
初
期
の
主
な
症
状
と
し

て
は
、
悪
寒
を
感
じ
た
り
、
全

身
の
ふ
る
え
や
発
熱
（
高
熱
に

な
る
こ
と
が
多
い
）
、
発
汗
な

ど
が
見
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が

多
い
。
症
状
が
進
行
す
る
と
、

心
拍
数
や
呼
吸
数
の
増
加
、
血

圧
低
下
、
排
尿
困
難
、
意
識
障

害
な
ど
が
生
じ
て
く
る
。
重
症

化
し
て
し
ま
う
と
、
腎
不
全
や

肝
不
全
と
い
っ
た
臓
器
不
全
、

敗
血
性
シ
ョ
ッ
ク
を
招
き
、
命

を
落
と
す
危
険
が
高
ま
る
。 

■
検
査
・
診
断
は 

 

敗
血
症
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
感
染
症
を
確
認
す
る
た
め
に
、

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
や
全
身
Ｃ
Ｔ

検
査
な
ど
の
画
像
診
断
を
行
う
。

ま
た
、
血
液
検
査
や
原
因
菌
を

特
定
す
る
た
め
の
培
養
検
査
も

実
施
す
る
。
た
だ
し
、
感
染
症

治
療
の
た
め
に
抗
菌
薬
が
用
い

ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
菌
を
培

養
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

感
染
症
が
あ
り
、
そ
の
上
で
、

意
識
障
害
が
あ
る
、
収
縮
期
血

圧
が

1
0

0
m

m
H

g

以
下
、1

分
間
の
呼
吸
数 

二
二
回
以
上
、

の
三
つ
の
う
ち
、
二
つ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
敗
血
症

の
可
能
性
が
高
い
。 

■
治
療
方
法
は 

 

感
染
症
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
病
原
体
を
早
急
に
特
定
し
て
、

治
療
を
開
始
す
る
。
薬
物
治
療

で
あ
れ
ば
、
細
菌
の
場
合
は
抗

菌
薬
、
ウ
イ
ル
ス
の
場
合
は
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
、
真
菌
の
場
合
は

抗
真
菌
薬
、
寄
生
虫
の
場
合
は

抗
寄
生
虫
薬
を
用
い
る
。
感
染

症
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
外
科

的
治
療
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス

も
。
症
状
が
進
行
し
て
い
る
場

合

は

、

検

査

結

果

が

出

る

前

（
原
因
菌
が
判
明
す
る
前
）
か

ら
、
抗
菌
薬
を
投
与
す
る
場
合

も
多
い
。 

そ

の

際

、

原

因

菌

に

よ

っ

て
薬
剤
に
耐
性
が
あ
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
ど
の
抗
菌
薬
を
用

い
る
か
は
、
よ
く
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
敗
血
性
シ
ョ
ッ
ク

が
起
き
て
い
る
場
合
は
、
血
圧

を
上
げ
る
た
め
に
大
量
の
輸
液

や
昇
圧
薬
を
点
滴
投
与
す
る
。

同
時
に
酸
素
吸
入
や
人
工
呼
吸

器
を
使
っ
て
、
高
濃
度
酸
素
を

投
与
す
る
な
ど
の
全
身
管
理
を

行
う
。 
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No174 健康がいちばん !   

どんな感染症でも「敗血症」 

を引き起こす引き金になる 

https://doctorsfile.jp/medication/213/
https://doctorsfile.jp/medication/240/
https://doctorsfile.jp/medication/503/
https://doctorsfile.jp/medication/562/
https://doctorsfile.jp/medication/255/


 


